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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月18日(2017.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多数の画素が縦横に配置されている固体撮像素子において、
　光検出素子としての光吸収層の受光面とその反対面に周期的な凹凸パターンを
　備える固体撮像素子。
【請求項２】
　前記光吸収層は、単結晶Siからなる
　請求項１に記載の固体撮像素子。
【請求項３】
　前記多数の画素のうち、少なくともIR検出用の画素に対応する前記光吸収層の受光面と
その反対面には前記凹凸パターンが形成されている
　請求項１または２に記載の固体撮像素子。
【請求項４】
　前記光吸収層の受光面の反対面に形成されている前記凹凸パターンの周期は無限に小さ
い
　請求項１から３のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項５】
　前記光吸収層の受光面とその反対面に形成されている前記凹凸パターンの周期は、検知
する波長に応じて異なる
　請求項１から４のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項６】
　前記凹凸パターンは、1次元周期的、または２次元周期的に形成されている
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　請求項１から５のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項７】
　前記凹凸パターンが形成される前記光吸収層の前記受光面および前記反対面の結晶面は
、（１００）面であり、前記凹凸パターンの壁面の結晶面は、（１１１）面である
　請求項１から６のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項８】
　前記凹凸パターンの周期は、１um以下である
　請求項１から７のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項９】
　前記光吸収層の隣接する画素との境には、素子分離構造が形成されている
　請求項１から８のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項１０】
　前記素子分離構造には、前記光吸収層よりも屈折率が低い素材からなる
　請求項９に記載の固体撮像素子。
【請求項１１】
　前記素子分離構造の内部には、メタル反射壁が形成されている
　請求項９または１０に記載の固体撮像素子。
【請求項１２】
　前記光吸収層の下層側に反射ミラー構造を
　さらに備える請求項１から１１のいずれかに記載の固体撮像素子。
【請求項１３】
　前記反射ミラー構造は、配線層が兼ねる
　請求項１２に記載の固体撮像素子。
【請求項１４】
　多数の画素が縦横に配置されている固体撮像素子を搭載する電子装置において、
　前記固体撮像素子は、
　　光検出素子としての光吸収層の受光面とその反対面に周期的な凹凸パターンを備える
　電子装置。
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